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The forest vegetation in southwestern Shikokｕ＊
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　Although secondary communities occupy extensive areas in southwestern Shikoku, climax

forests remain undisturbed here and there. In this district, warm temperate forests have

wider altitudinal ranges, extending to an altitude of 1000 m， and an evergreen oak, Ｑzιerciis

（Ｃｙｃｌｏｂａｌａｎｏｐｓii)acuta is in contact with Ｆａｇ･ｕｓｃｒｅｎａtａ　iorming the climaχ forest in the

cool temperate region.

　Thｅ　Ｑｕｅｒｃｕｓphilりｒａｅｏｉｄｅｓcommunity along the coast is an edaphic climaχ which is

included in the Pittｏｓｐｏｒｏ-Ｑｕｅｒｃｅtｕｎリｊ�りｒａｅｏｉｄｉｓ，　though the floristic composition of

the secondary coppice of this evergreen oak often resemble that of the Ｇｌｅｉｃｈｅｎｉｏ-Ｑｕｅｒｃｅtｕi･a

phillｙｒａｅｏｉｄｉｓ.

　The climatic climaχ forests include the Ｍａｃhi Jitｓ･， the Ｃａｓtａｎｏｐｓiｓ（Ｓ　hiia)　-,
　ａnd the

evergreen　Ｑｕｅｒｎ£ｓ　（Ｃｙｃｌｏｂａｌａｎｏｐｓiｓ)-typecommunity. Among these, the Ｍａｃｈｉｌｕ！:-type

community treated as the Ｒｉtｍｏｈ.ｒｏヽＭ.ａｃｈｉｌｅｔｕｍｔｈｕｎｂｅｒｚｉｉoccupies rather narrow areas

near the sea.　As seen on　the　Cape of Ashizuri, typical　stands of this community are

dominated by Machilｕｓ　thｕｎｈｅｒgii,but Ｅｌａｅｏｃａｒｐｕｓｓｙlｖｅｓtｒiｓｖａｉ.　ell極亡icｕｓ　iSpredominant

in the western　coast area of　this district where　the annual precipitation is comparatively

small.

　The climax area of　the　Ｃａｓtａｎｏｐｓiｓ-type　community is most　extensive in the　warm

temperate region. The Ｒａｐｍｉａｅｏ-Ｓｈｉｉｅtｕｍｓieboldii dominated by Ｃ. ｃｉｉｓｐｉｄａｔａvar.ｓieholdii

（Shiia ｓieboldii) and the Ｓｙ”１がｏｃｏ-Shiietｕｍ ｃｕｓｐｉｄａはeconsisting mainly of C.ｃｕｓｐｉｄａtａ

ｖａｉ.ｃｕｓｂｉｄａtａ（Ｓ.ｃｕｓｐｉｄａ£;fl)are reported from this district and these two associations

resemble each other in floristic compositions. Besides, C. cuspidata var. .･iieboldii is often

accompanied by Ｍａｄぶｔｔｓ仙田'ｉｂｅｒｇｉｉnear the coast and is mixed with Qｕｅｒｃｕｓａｃｕtaon

hills.

　The evergreen Ｑｕｅｒciも;5-typecommunity above the upper limit of the Ｃ“ｓ£ａｎｏｆｃｓiｓｃｕｓｐｉｄａ.は

community is regarded as the £）沁

predominates on slopes and ridges, while Ｑ. salici7ia (Ｃｙｃｌｃｉ）ａｌａ７１０ｐｓiｓ
■ｓtｅｎｏｐりlla.)

tends

to occur along streams. Abieｓ fiｒｎｉａor Ts.昭ａ ｓieboldii　＼S often abundant in this association.

　The communities mentioned above are united into the Ｃａｍぶietｅａ　ｉａｐｏｎｉｃａｅcharacterized

by such evergreen trees and shrubs as Ｃａｍｅｌｌｉａｊａｐｏｎｉｃａ，Ｅｕｒ:ｙａｉａｐｏｎｉｃａ,　Ｃｉｎ･ｎａｍｏｍｕｍ

ｊａｐｏｎｉｃｕｍ，ＬｉｇｕｓtｒｕｖｉｊａｐｏｎｉｃＬｖｍ，and Ａｒdiｓia　ｉａｐｏｎｉｃａ.Itis possible that this class in

this　district　may　be　divided into two alliances, the Ｓｈｉｉｏｎｓieboldii and the Ｓａｋａｋｉｏ-

Ｃｙclobal。１ｏかｓiｏｎ. The former includes the　Ｑｕｅｒｃｕｓが1111ｙｒａｅｏｉｄｅｓcommunity as well as

＊　The present work was carried out asａpart of JIBP project. Contribution from JIBP-CT No. 99.
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Fig. 1. Map showing the localities investigated.

the Ｍａｄぶｕｓ- and the Castαnopsis-type. community, and the latter is represented by the

evergreen Quercu∫community”二

　In mountain districts, the Ｃｈａｍａｅｃ:ｙｐａｒiｓｏｈｆｕｓａcommunity is found as an edaphic climax

which is treated as the Ｒｈｏｄｏｄｅｎｄｒｏ-Ch。ｎａｅりかｒｉｄｅtｕｍ　ohtｕｓａｅ.This association occurs

locally on rocky　ridges　where soils are often podosolized. It is noticeable that the Ｐｉｃｅａ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
ｐｏｌｉtａ-Ｒｈｏｄｏｄｅｎｄｒｏｎ　ｐｅｎtａｐｈｙlltｍｉcommunity appears near the summit of Mt. Sasayama･

　In the cool temperate region, the　Fagi。ざ心α一昨pe community occurs in the Nametoko

national forest, but the Ｆａｇｔiｓ-ＲＫｏふｏｄｅｎｄｒｏｎ-typecommunity is found on Mt. Takatsuki

where the forest in transition from the Ｃａｍｅｌｌｉｅtｅａｉａｐｏｈｉｃａｅtothe Ｑｉｉｅｒｃｏ-Ｆａｇｅｔｅａ

ｃｒｅｎａtａｅcan be observed.　　　　　　　　　　ン　／

　In lowlands, secondary forests are represented by the Ｐｉｎｕｓ　ｄｅｎｓifioｒａcommunity and

coppices of Ｃａｓtａｎｏｐｓiｓｃttゆｉｄａはand Ｑｕｅｒｃｕｓｇｌａｕｃａ.The Ｆｉｒｍｉａｎａｐｌａtaiiiかtliacommunity

on the Island of Kashima is also noted as ａ secondary forest.‘

　The climax forests in this district include various communities representative of the fol°est

vegetation in southern Shikoku and should be preservedしby protecting the° from the

human impacts.　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．は　じ　め;　に

　四国西南部として調査の対象としたところは，高知県幡多郡に中村市，土佐清水市，宿毛市と愛

媛県南宇和郡の沿岸地域に篠山，黒尊および滑床山地を加えた範囲である．これは高知県では幡多

地方，愛媛県では南予地方といわれる地域の南部であり，足相国定公園が含まれている．
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　この研究はおもに国際生物学事業計画（ＩＢＰ）の一部として, 1966年以降ことに1969年から1970

年にかけておこなったものであるか，この報文ではそれ以前の資料も加えて，四国西南地域の森林

とくに極相林について再検討をこころみた．したがって，二次林そのほかについては詳細にふれ

ず,＼これらはあらためて論じたいと考えている．

　調査に際してはいろいろと困難な状勢にあったが，さいわい多くの方から厚意ある御援助を得

て，現在までいちおう予定した成果を得ることができた．とくに中村，清水および宿毛営林署をは

じめ愛媛県御荘町および西海町の当事者からは多くの便宜をはかっていただいた．また，愛媛県明

徳短期大学教授山本四郎，高知学芸高等学校教諭羽方雅彦，高知若草養護学校教諭森野高明，大方

中学校教諭上甲秋月各氏には，ひとかたならぬお世話になっ.た．ここであつくお礼申しあげるしだ

いである．

　　　　　　　　　　　　　　　　２．現在までの研究

　この地域の森林植生については，古く高知営林局の調査(1939)があり，また植物相を主にした

報告（山脇　1950)はあるが，植物群落学的に最もまとまった最初の研究は野本(1953)によって

おこなわれ，この地域の暖帯林にタブーホソバカナワラビ，スダジイータイミンタチバナ，コジイ

ークロバイおよびウラジロガシーサカヰの各群集が認められ，コジイークロバイ群集は新らしく記

載された．この野本の資料はのちに高杉(1958)によって，植生の連続性の立場からも検討されて

いる．　ひきつづいて山中(1953, 1954)は，足摺岬を中心に幡多地域の植生をしらべ，また滑床山

地，沖の島などの森林についても研究した．その後，館脇・辻井・梅沢(1959)の南部沿岸地域の

森林の調査，羽方・山中(1967)の佐賀町鹿島の研究などかあり，またタブ林，シイ林およびカシ

林については山中(1961, 1962),ウバメガシ林については山中(1958)および今井(1965)の報

告がこの地域のものについてふれている．

　これらの研究は，滑床山地を除き多くは高知県側でおこなわれており，愛媛県南部の植生につい

ては，一般むきの概要的な記述のほかは，ほとんどまとまったものが見られない．したがって，私

は1969年には愛媛県西海地方を主とした調査をおこない，その結果をまとめたが（山中　1970) ,

詳細についてはこの報告で述べることにする．

　　　　　　　　　　　　　　　　　ろ．調査地と方法

　この報告ではじめてとりあげられた調査地と群落の概要はまとめて第１表に示し，その組成の詳

細は第2 －18表のとおりである．

　このほか総合表には，今までの報告（山中　1953-1962,羽方・山中　1967)から佐賀町鹿胤

中村市八束，足摺岬，白皇山，土佐清水市鹿島および加久見，大堂山，柏島，沖の島，大月町弘

見，泊浦および弦場鼻のものを加えた.

　1966年以後の調査はJIBP－ＣＴ（Ｐ）のまとめた方法にしたがい，組成表には優占度または優占

度と群度を併記した．

４。森林植生の現状

　四国で最も開発がおくれている地域といわれながら，森林は広範囲にわたって人為の影響をう

け，二次林または造林の占める面積がひろく，したがって極相またはそれに近い林は，特定の場所

を除いてはあまり残っていない．このような点を考慮しつつ，初めにそれぞれの地区の現状につい

てふれておく．
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Table 1. Data for the localities ａｎｄ‘･communities
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　（１）佐賀●大方　　　　　　　　　　　　　　　………

　ここで最もよく自然状態が残されているのは鹿島であ’る（羽方づLI中　1967) .森林はスダジイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.f4　　・　r「を主としタブをまじえた，典型的なタブとシイの混生林であるＪ　乙の島以外では社叢の一部に二三

の残存林があるだけで，しかもほとんどスダジイ林である，佐賀町ではスダジイとイスノ牛の混生

林があり，大方町上川口のスダジイ林はヤマモモ√イスノキ，モッコク，コバンモチなどをまじ

え，林内にはタイミンタチバナとミサオノキが多い（第9’表）／このような林は本来この地区の海

岸ぞいや丘陵地に多かったものと思われ，保存はよIくないか大方:町田の浦の社叢でもスダジイ，ナ

ギ，ヤマモモj　カゴノキ，イスノキなどが多く，胸高直径39cm叫達するイヌガシの大木がある．タ

ブまたはホルトノ牛を主とした残存林はまったく存在しないが，大方町伊田から上川口にかけて海

岸にホルトノ牛が点在し，これがタブをまじえたホメレトノヰ林のなごりとみなされる．

　ウバメガシ林は露岩の多い海岸ぞいにひろく見られるか，かなり人為的な影響をうけている．こ

とに井の岬付近では風あたりのつよい斜面に生育のわるい低木林を形成し（第２表），上川口付近

ではおそらくシイ林に近い立地と思われるところににウバメガシの亜高木林が成立している（第２

表）．なお，大方町入野の松原はクロマツ右主とした防瓜林七あるが,‘　これはもとより自然林では

ない．

　（２）中　村　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　四万十川口からやや内陸に入っており，タブ林は存在しない．残存林はスダジイとコジイが主

で，とくに丘陵地にはコジイが多い．しかし，極相のかたちか残っているコジイ林は非常に少な

く，社叢にしてもクサマルハチおよびスジヒトッバの生育地として保存されている八束の曽我神社

をあげ得るていどにすぎない．ここではコジイをまとしスダジイ，イスノキ，ヤマビワ，コバンモ

チなどをまじえ，タイミンタチバナ，ルリミノ牛，サヅマルリミノ牛などが多いが（山中　1953),

林は狭くやや荒れている，　　　　　　　　　　　フ

　（５）土佐清水　　　　　　　　　　　　　　　　‥‥‥‥・

　（ａ）下の加江―以布利　海岸の崖にウバメガシ林かあり，丘陵地にスダジイ林が残っているが，

タブ林はほとんど見られない．ただ，下の加江から大岐にいたる間，ことに鍵掛付近にはホルトノ
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Table 1. ＱｕｅｒｃｕｓｐｈＵりｒａｅｏｉｄｅｓcommunity (Pittｏｓｐｏｒｏ-Ｑｕｅｒｃｅはm phillｙｒａｅｏｉｄｉｓ）

　Quadrat number

　Number of species

　Characteristic and differential

　　species of association

Ｑｕｅｒｃｕｓ　phillｙｒａｅｏｉｄｅｓ
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　　species of alliance and class

あぷ以雲窃こａﾇ17j

Camellia japonica
忠こ迄器こ

畑。nicutn

ｙａ･ｃｃｉｎｉｕm hｒａｃ£ｅａtｕｍ

緞忿謡な

Ｇａｒｄｅｎｉａ ｊａｓｍｉｎｏｉｄｅｓ l. ｇｒａｎｄｉｆｌｏｒａ

仙郷詰7戸

α

Ardisia crenata
ytこj

l

に4ﾀ;7まこ
77α∫血£icmn

　Companions

Rhｕｓｓｕｃｃｅｄａｎｅａ

比比こ亡門芯元。

恰昌こなコご

訟図太恋乱

鴛こﾌﾞ;ごご1
/
こご�ａｚ∫゛゜■inairei

Milletia丿ａｐｏｎｉｃｄ

昌詣なぷ雲か

j右ｇ“以み゛功2°�jN)
)

Ｆａｒｆｕgiｕｍｊａｐｏｎｉｃｕｍ

勁か昌まー

留ぶこご裂器こいi。心中。ｉ。

包大江な昌司1ニプぷ゛

Ｙｏｔｉｎｇｔａｄｅｎｔictｄａｔａ

Layer

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

２
２
２
・

Ｔ
Ｔ
Ｔ

３
　
４

　
　
　
２

２
　
３

　
　
　
２

１
　
４

　
　
　
３

７
　
５

　
　
　
２

６
　
０

　
　
　
２

５
　
３

　
　
　
２

４
　
４

　
　
　
２

バ
Ｊ

　

２
十
Ｊ
十
Ｊ
・
・

４
３
２
　
＋
　
＋

Ｊ

　

３

　

２

　

２
Ｏ
Ｊ
十
Ｊ
・
・

2
3
2
1
＋
　
1

4
3
2
＋
２
・
・
・
・

－
３
　
Ｌ
　
Ｌ

４
一

　

２

　

２

　

２

　

２
Ｏ
-
J
十
十
・

十
　
２
　
２
・
・
・
・
十
・
・
・
・
十
・
・
・
十
・
・

＋
・
＋
・
ｓ
ｓ
一
●
十
一
・
一
ｓ
一
十
・
・
＋
・

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
　
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
　
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

諮
玲
ば
リ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ

T2

Ｔ2

Ｔ2

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
　
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

Ｓ
Ｓ
　
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

　
　
　
１
　
　
＋
＋
　
　
＋
　
＋
　
＋

・

　

２
・
Ｊ
十
十

　

２

　

２
十
・
十
｡

(
N
l
｡

Ｃ
Ｖ
Ｊ
十
十
・

　
＋
　
Ｉ
　
　
十
十
　
　
　
　
１
　
１

1.2
一
一
一

一
一
一

　
２
・
・

　
２

　
２
十
・

　
２
・
Ｊ
・

　
２
十
十
・
・
・
・
・

5
1
1
1

＋

　

５

　

２
Ｃ
Ｍ

Ｃ
<
(
十
十
。
Ｊ
・
・

4.4 3.3

　
２
十
・
・
・
・
・
・

２・
一
ｓ
一
一
泰
一
十

十
十
。
心
・
・
・
・
十

　
　
１

Ｊ
・
・
・
　
２
十
・
・
・
・

＋
　
　
　
＋

・
・
・
十
十
、
心
・
十
十
・
十
・
Ｊ

　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
２

1.2

十
・
　
２
・
・
・
・

　
　
＋

十
・
・
・
十
・
十
　
２
Ｊ
・
・
　
２
・
十
十
十
・
・
．

　
　
　
　
　
　
　
＋
２
　
　
＋

　
２
十
・
Ｊ
・
・
・
十
・
・
十
・
・
十
・
・
．
．
．

１
　
　
１

＋
・
・
・
・
・
・
＋
・
・
・
・
十
・
・
・
・
・
・

＋

・
・
・
十
十
・
・
・
十
十
・
・
・
　
２
十
十
・

・
。
・
・
・
十
・
・
十
十
・
十
　
２
　
２
・
　
２
十
・

1.2
一
・
ｅ
一

1.2
・
４
●
・

１
１

　
１

　
１

　
２
一
ｌ
ｓ
ｅ
＋
＋
＋
・
・
＋

＋

３
１

３

２

十
・
　
３
ｏ
ｇ
十
十
丿
十
　
２
十
・
十
・
十
・
・
・
・
．

2ろ

Ｏ
　
／
０

１
　
２

９
　
９

　
　
　
２

８
　
１

　
　
　
２

４
一
十
十
・
十
十
・
・
・

４

　
争
　
　
－
一
　
一
Ｉ

２
　
２
　
＋
２

＋
＋
・
＋
・
＋
・
２
・
２
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
Ｉ

十
・
・
十
・
・
・
十
十
。
心
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋

＋
・
ゆ
Ｉ
ｅ
ｅ
Ｓ

2.2

2.2

４
り
″

　
‘
｀

＋

4
1

4
2
1

　
準
一
・

L
O

O
J

T
-
Ｈ

＋
・
・
９
ゆ

＋
ｅ
ｓ
ｅ
ｓ

＋
・
＋

十
　
２
・
十
丿
十
・
十
　
２
・
・
十
・
十
・
十
・
・
十

　
２
　
　
１
　
　
　
１

十
　
１
・
・
・
Ｊ
・
十
　
２
・
・
十
十
Ｊ
・
・
・
・
・
・

　
１
　
　
　
１
　
　
１
　
　
　
　
　
＋

　2.2

　十

十.2

十
・
・
　
２
十

1.2
・
一

2.2

2.2

　2.2

＋.2

２

２

・
＋
・
＋
＋
＋
＋

十
・
・
・
十
十
十
・
・
つ
一
・
。
心
・
十
・
十
十
・
・

Ｎｏ、　1 Rttbitｓ ｓieholdii SH 1､l、Ｅｌａｅａｇｎtｔｓｍａｃｒｏt、ｈｙlla SH 1.1､　ＡｒｕtｉｄｉｎａｒiaｓｉｍｏｎtｔS 十．２、

　　　　£)ioｓｃｏｒｅａｑｕinｑｕｅｌｏｈａＳ十＞　Ｔｙloがｌｏｒａ ｊａｐｏｎｉｃａＨ十、ＣａｒにbｒｕｎｎｅａＨ十、2、 Ｏｎｙchiｕｍ

　　　　Ｔａｐｏｎｉｃｕｍ Ｈ 十・l･ Ｌ:ｙｇｏｃｌｉｕｍｊａｐｏｎｉｃｉ･ｍＨ 十

No. 2 ＫｌａｅａｇｎｉｉｍがａｈｒａＳ十､ ＤｉｏｓｃｏｒｅａｇｒａｃｉｌｌｉｍａＳ十､ Ｓtｅｐｈａｎｉａｊａｐｏｎｉに Ｈ 十

No. 4 FagaΓa ma､^tchi､rica ＳＨ十、Ｃａｒ ｅｘ hｒｅｘ、icｕlniiｓＨ十､2、ｈｅｓｐｅｄｅｚａ piloｓａＨ十、Ｐｏりｇ�ａ

　　　　ｊａｐｏｎｉｃａＨ十、Ciｒｓiｕｍ　ｍａｒitimｕｍＨ十

Ｎ０、Ｓ ＣｏｃｃｕiｕｓtｒilohｕｓＨ十、 　ｈｏｎｉｃｅｒａｊａｐｏｎｉｃａＨ十
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No. 6 Cりpｓinｕｓ haｓtａtｕｓＨ十．２

Ｎ０.1 Ciｒｍａｍｏｒｍｎ ｃａｍｐｈｏｒａＴ２十 ・£irio戸εﾀ。i,iり,｡｀耳十> 　Ｄｉｏｓｃｏｒｅａ　tｅｎａｉｐｅｓＨ十

ＹｏａｎｇtａｉａｐｏｎｉｃａＨ十, c：ＯｍｍｅｌｉｎａｃｏｍｍｕniｓＨ十No. 9 Ｐｓｅｕｄｏｓａｓａ　ｉａｐｏｎｉｃａ Ｓ 1.2, ｙ

牛が多く多少のタブをまじえており，これがタブニホルトノキ林の,なごりと思われるのは，下の加

江の社叢でスダジイ林の下部にタブ，イスノキ，ホルドノギなどの混生が見られることからも察せ

られる（第８表）．スダジイ林はときにコジイをまじえノアラカシ，イスノ牛などをともなうこと

もあり，タイミンタチバナ，ミサオノ牛などか林内に多仁林床にはオオカグマの繁茂がめだち，

大岐にはヨゴレイタチシダがある（第９表）．やや内陸の乾燥地にはしばしばコジイも多いか，組

成的にはスダジイ林とおなじである．　　　　　　卜ｌ　　　／

　（ｂ）足摺岬　四国の西南部で最もよく森林の残っているの徊足摺岬である．もっとも岬の国有

林と白皇山以外ではやはり二次林が多く，そのため残された’林も全域からみれば一部にすぎない

　（山中　1953).　　　　　　　　　　　　　　　　.∧　し

　足摺岬で最も自然的なのはタブ，ホルトノキ，ナギ;，ヤブニヅケイ,･バリバリノキ，イスノキな

どを主とし，イヌビワ，ヤブッバキ，イズセンリョ.ウ,十フウトウカズラ，ホソバカナワラビ，カツ

モウイノデなどのよく茂った谷ぞいの森林である..おなIじ型の林で.も海岸よりではやや樹高が低く

なって，金剛福寺前に見られるようにオオイワヒトデやクワズイモの繁茂しているところかある．

また，ところによってはタブを欠いて，足摺の象徴のようにいわれるヤブッバ牛またはトベラとマ

サキが優占する．　　　　　　　　　　　　　　　　ト

　スダジイはタブ林に混生することが少なく，丘陵地で優位にたつが，スダジイータイミンタチバ

ナ群落のよい残存林はほとんど見られない．しかし，白皇山の頂上近くではアカガシとイスノ牛を

ともなったシイーカシ林のかたちをつくっているのは注目すべきものであり，この林はあきらかに

海岸ぞいのスダジイ林とは組成的に異なっている．　－

　ウバメガシ林はしばしばクロマツをともない．とくに足摺御西方の臼碧付近を中心によい林が見

られる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’∧　一丿

　足摺岬にはビロウそのほかの南方系植物が生育しているか,Iビロウの生育範囲はごく一部に限ら

れ，森林のおもな組成要繁とはなっていない．　卜　　ご

　（ｃ）清水　消水の周辺で代表的な森林の見られるのは鹿島で，がっては非常によく保存されて

いたか，近年は橋によって市街地とむすばれたこともあ･うて，かなり荒廃している．この林は佐賀

町鹿島とおなじくスダジイとタブの混生林であり，イヌ々キが多くそのほかヤマモモ，ヤマモガ

シ，ツゲモチ，コバンモチなどに大木があり，林床には？バノカナワラビが多い（山中　1953,館

脇・辻井・梅沢　1959).　　　　　　　　　　　　　∧　ダ

　加久見の社叢はヤッコソウの発見地として知られているか，これはスダジイを優占種としてタ

ブ，ヤマモガシ，イスノ牛などをまじえた林であり･（山神･ 1962),やはりスダジイとタブの混生

林とみなすべきである．加久見から北の低山地も，国有林の伐採でもとの|§|然林はほとんど残って

いないが，スダジイ林であったことはたしかで，そのなごりが横道の社叢に見られ，スダジイとイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｄ　ｌ　　　　　ｈスノキの混生林下にオオカグマが多い（第９表）.　　　　＼

　（d）三崎一叶崎　龍串・見残を中心とした風景と海中公園で脚光をあびているところであるが，

陸上植生は海岸のウバメガシ林とトベラ，マサキなどをともなケクロマツ林のほかは，タブ林およ

びシイ林には原生状態がほとんど残っていない．　　　　　　　ダ

　ウバメガシ林がとくによいのは下川口以西で，片粕と歯柴浦あ間の余立山国有林はその代表的な

ものである（館脇・辻井づ

んど純林に近い状態をなし，林床にはヒトッバが多い．北面よりではウバメガシに代ってヤブッバ

牛が優占し，林床もホソバカナワラビまたはコバノカナワラザになる（第３表）．多少の人為によ



　　　　　　　四国西南部の森･林植生　　　　（山中）
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る被害のあともあるが，ウバメガシとヤブッバキの林としではi　こめ地域で最もよくまとまってい

るところといえる．　　　　　　　　　　　　　　　　　／‘

　片粕の社叢にはタブが多く，イスノキとホルトノ牛をまじ･え，林床にはホソバカナワラビのほか

ヤマアイ，ノシランなどがある．林は荒れているか，タブーホルトノ牛林のもとのすがたがいくら

か残っている．

　スダジイ林では益野川中流の島の川山国有林のまったく,二次林化したなかにとり残されている林

沁ひとつの例としてあげられる（表９表）．これはスダジイとコジイのほかイスノキ，ヒメユズ

いヽ，モチノキなどの混生林でヤブッバキ，サカ牛，タイミンタチバナなどが多く，林床にオオカ

グマが生じ組成からはスダジイータイミンタチバナ群落である．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ　　　　　　　・　　．　■■㎜
　（ｅ）今の山　土佐清水市と三原村の境にある海抜865 m の山で，幡多地方南部いわゆる潤南地

方で最も高いところである．天然林はこの山地でもほとんど伐りつぐされて, 700 m 以上の頂上近

くにわずかに残っているにすぎない．この林はアカガシが主であるが，ところによってモミをまじ

え，林内にはシキミ，サカ牛およびハイノ牛が多く（第J2表），この地域における暖温帯林の最上

部を代表するモミI－カシ型の林である．　　　　･ご　　　　，

　（４）大　月　　　　　　　　　　　　　　　’･，　　　　.

　（ａ）小才角一古万目　この海岸地域にはウバメガシ林，タブーホルトノ牛林およびスダジイ林

があるが，保存のよい残存林はきわめて少ない.丿ウバ.メ.ガシ林はウバメガシートベラ群落であり

　（第３表），尾浦の海岸にはウバメガ｀シとタブが混生して林床に.ノシランの多いところがある．こ

の尾浦にある社叢はスダジイ，タブ，イスノキ，ホルヶト／キなどの混生林で（第８表），とくに乾

燥したどころにはスダジイか多く，イスノ牛の優占するどころyもあるゝかつてタブのみごとな林が

あった古万目では（山中　1954),その後すっかり伐られて，あとかたを偲ぶこともできない．

　（ｂ）大堂一拍島　古万目以西の四国本土の西南端は，大堂海岸の名で足摺国定公園でも最も豪

壮な景観として知られている．大堂山国有林は断崖にのぞんだ急斜地で，林は比較的よく残ってい

るが，以前伐られたあとがはっきりとうかがえる．しかし，一部にはもとの状態を保っているとこ

ろもあり，優占種はタブを欠いてホルトノ牛である．ホルトノキは高さ20 m に達し，ほかに高木

樹種としてヤマモモ，ヤブニッケイ，ヒメユズリ･バなどをまじえ，林内にイヌビワ，クィミンタチ

バナ，クロ牛などか多く，林床にはホソバカナウマ.ビとイ･ズセンリョウが最も普通である（第６

表）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　“

　天堂海岸の西部ことに観音岩付近には，クロマツをともなったウバメガシの群落がよく発達して

いる（山中　1954) (第４表）．林の疎開したところにはビロウドカジイチゴ，ナガバキイチゴ，オ

オバライチゴ，クサイチゴなどが多く，崖にはノジギクが群落をつくっている．

　柏島は全島かよくひらけ，極相のおもかげはごく二部に「しか見られな,い．タブを主としアコウを

ま.じえ．モクタチバナが多く，林下にフウトウカズラ･，ツノレソバ，ソナレアマチャヅル，キシュウ

スゲ，ムサシアブミなどが繁茂する．　　　　　　　　　こ，

　（ｃ）弘見一泊浦　弘見付近は海岸からややはなれた丘陵地で，わずかに残る社叢の状態から気

候的極相はコジイとスダジイの混生林と思われる．イスノ牛，モチノ牛，ヤマビワ，コバンモチ，

ヤブッバキ，ヒサカ牛，タイミンタチバナ，クロバイ，ミミズバイ゛，クロ牛などがおもな組成要素

となっている（山中　1962).海岸よりの泊浦では優占種はスダジjイとなってコジイを欠きタブを

まじえタイミンタチバナが多くなるが（山中　19ﾀﾞ3）ノ胆つてよく残っていた社叢も現在ではいち

じるしく荒れている．こうしたスダジイ林に接して乾瓢した土埠の浅いところでは，林の組成はよ

く似ているが優占種はウバメガシに代っている．とべに，弦場鼻の国有林には組成の簡単なウバメ

ガ,シータイミンタチバナ群落がみごとな林をつくっており（山中･1953, 1958),これは現在も保
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多い（第８表）．御荘町平城め社叢はイチイガシ･が多いが優占種はスダジイである．また，ここに

はハナガガシかあるのが注目される（第９表）．城辺南部の岩水にある小さな島にもシイ林がある･

が，島の東面にはコジイとコバンモチが多く（第10表），西むきではウバメガシ林に代り（第５表），

ともに林内は乾燥してヒトッバが茂っている．コジイ林はほかに城辺町の諏訪神社にもその片鱗が

見られるが，この社叢にはイヌマキ，カゴノキ，イスノキなどの多い林分かあり，また二次林と思

われるアラカシの優占するところもある（第17表）．これらの残存林は全体としてあまり保存がよ

くなく，大島を除いて荒れているとこ･ろが多い．

　（８）西＼海

　風景に恵まれ，ことに宇和海の海中公園は多くの観光客を集めているが，陸地は人為による影響

がいちじるしく，権現山や鹿島などに天然林がよく残っているていどである．そのほか，西海町の

西端には海岸にウバメガシ林が茂って自然状態のままのところもあるが，かなり二次的になって林

床にコシダ，ウラジロ，スス牛などの多い範囲が狭くない（第５表）．

　権現山は海抜491mの頂上近くに，スダジイをまじえたアカガシとイスノ牛の混生林があり，足

摺の白皇山とおなじように，この地方でのシイーカシ林の組成をうかがうことができる（第11表）．

また，この山では頂上までウバメガシが生じている．

　鹿島は伊達藩狩猟地として伐採をまぬがれ，現在も人なれしたニホンザルと牛ユウシュウジカが

棲んでいる．島はクロマツを主とした林がかなり広い面積を占めるが，常緑広葉樹林も残り，ホル

トノキ群落がその代表的なものである（第６表）．一部にはタブの優勢なところもあるが，ホルト

ノキにくらべるとはるかに少ない．いずれの場合も林内にはタイミンタチバナとホソバカナワラビ

が多い．また，北西に面した急斜地には，タブ，ヤブエッケイ，ヒメユズリハ，ヒサカキおよびタ

イミンタチバナを主とした密な亜高木林があり，林床はいちじるしくまばらである（第７表）．な

お，注目されるのはかなり広い範囲にアオギリの林があることで，一部ではクロマツをまじえ，林

床にはホソバカナワラビの優占するところが多い（第18表）．これは，あきらかにホルトノJキまた

はタブ林に代る二次林である’．　　　　　　　　　：

　この鹿島にはウバメガシ林はあるが，シイ林が発達せず，またカシ類を欠き，イスノキ，．コバン

モチ，イヌビワ，ツワブ牛などが林内にほとんどまたはまったく見られないが，代ってカンコノキ

やマムシグサ類が多いことは，ひとつにはサルとシカの影響があるものと思われる．このことは，

海岸にハマゴウ，イワタイゲ牛などがよく茂り，ヨウシュチョウセンアサガオが群生していること

からもうかがえる．

　（９）内　海

　傾向としては城辺,’御荘および西海と大きなちがいはない．海岸ぞいにウバメガシ群落辿あり，

またクロマツ林が見られるほか，常緑広葉樹林か自然状態で残っているところはきわめて少ない．

柏の付近の社叢にはタブ，ホルトノキ，ヤブニッケイ，ウバメガシ，アコウなどが生じ，またスダ

ジイの多いところもある．由良半島にいた･つては植生の荒れはとくにいちじるしく，古くからよく

耕作され，もとの林はまったく伐られ，ウバメガシ林のほかは社叢としても残っているものが少な

い．　ウバメガシ林はウバメガシートベラ群落で，林床にはコウヤボウギまたはヒトッバの生ずるこ

とが多いが，ときにコシダが見られる（第４表）．この地方の気候的極相がうかがえる家串の森林

はスダジイ，ヒメユズリハ，ホルトノキなどの混生群落で，アラカシをまじえた林床にはホソバカ

ナワラビが優勢である（第８表）．おそらく多少のタブをともなったスダジイーホルトノ牛林が，

本来のすがたと思われる．
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　高知県側の山麓海抜100－150mには局地的ながらシイ林が残されているが，これはス’ダジイを優

占種としてイスノ牛をまじえ，ヤブッバキ，サカ牛，タイミンタチバナなどをともない，林床には

コバノカナワラビが多い（第９表）．シイ林は現在は残っていない中腹でしだいにアカガシを多く

まじえ，上部では今も見られるアカガシを主体とする林になり，シキミおよびハイノキが林内に多

くなる．

　このアカガシ林はところによりモミをまじえて頂上近くにまでおよび，上部でもブナ林は出現せ

ず，ヒノキ，コウヤマ牛などがあらわれる．また，ハリモミがかなり広い範囲に生じ，とくに愛媛

県側の斜面に多く高さ20-25 m， 胸高直径45－60 cm. カマツカ，アケボノツツジ，アセビ，タン

ナサワフタギ，コガクウツギなどの亜高木や低木をともない，林床にはミヤコザサが生じヒメスゲ

が多い．頂上近くではハリモミを欠き，アケボノツツジやシロ（ベニ）ドウダンを主とした低い落

葉樹林になっている（第15表）．．

　ヒノ牛およびコウヤマ牛はツガをまじえて尾根筋や露岩地に多く見られ，ホンシャクナゲをとも

なう土地的極相となっている（第14表）.

　(11)黒尊

　四万十川の支流黒尊川の上流地域で，愛媛県津島町および宇和島市の滑床山地と境する高知県側

か黒尊山地である．海抜200m前後から最高点は1200 m に達し，森林がよく発達していたが，現

在では国有林の施業がすすみ，天然林がほとんど姿を消したのが惜しまれる．海抜400m以下では

スダジイが多く，タブ，イスノキなどをまじえるが, 500 m 以上ではモミまたはツガが多くなり，

とに地形のわるいところではツガが優占する（第13表）．林内の常緑樹はサカキとハイノ牛を主と

し，上部ではアカガシとシキミが多くなり，最高部ではブナが出現してアカガシと混生する．こう

した傾向は，県境で接する滑床山地においてもよく観察される.

　(12)滑　床

　目黒川上流の滑床渓谷を中心に最高点高月山(1229 m），鬼が城山7　八面山，三本杭などにかこ

まれた範囲で，足摺国定公園の一部となっている．スギおよびヒノキの造林が多く，ことにスギに

は美林があるか，天然林もなお残存し，シイ林からブナ林までが見られ，宇和島市周辺の森林とあ

わせて，四国南部の森林の垂直分布を見るには適当なところである（山中　1953).

　宇和島市街付近のシイ林はコジイを主としているか，滑床渓谷でも海抜500m以下にコジイまた

はスダジイの林が残っている．ときにイスノ牛をまじえ，まれにタブがあり，ヤブッバキ，サカ

キ，ヒサカキ，シキミなどが生じ，林床には牛ジノオが散生している（第10表）．また，渓谷ぞい

にはアオガシがしばしば優占している.

　500 m 以上ではモミまたはツガとアカガシの混生林となるか，谷ぞいではケヤキの多いところが

ある.1000m以上ではブナがあらわれ，八面山から三本杭にいたる県境ぞいにはブナースズタケ

　（第16表）またはブナーミヤコザサ群落（山中　1953)が見られ，ところどころでアカガシが混生

する．鬼が城山から高月山にかけては，稜線にそってホンシャクナゲの繁茂がめだち，ササ類を欠

き，高月山ではブナとアカガシの混生林下にシキミ，ハイノキ，ホンシャクナゲのほか多くの多年

草をともなう群落が出,現している（第16表）．

　　　　　　　　　　　　　５．森林の環境と組成

　（１）ウバメガシ林（第２－５表）

　足摺，大堂，沖の島および滑床山地に花こう岩の露出があるが，そのほかは中生層の四万十川層

群の占める範囲がひろく，砂岩および泥岩を主とした堆積岩が多い．この地域に関しては，地質お
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よび母岩との特別な関係は認められない．

　地形および土壊の影響が最もいちじるしいのが，低地ではウバメガシ林であって，調査地の全域

にわたって，海岸ぞいの露岩地や急斜面に見られる．これはおもに自然的な土地的極相であるが，

場合によっては二次的に生じたと考えられるものもあり，シイ林が伐採されたあとの土地が荒廃し

てウバメガシ林に代ったとみなされる例や，ウバメガシそのものの萌芽林も少なくない．大方町上

川口では多くのハゼが見られレシイの萌芽林と組成的な類似を示し，.井の岬の海岸の二次群落には

アカメガシワなどが混生する．

　ウバメガシ林は相観的にはガリグ型とマッキー型がおり，また上層Iにクロマツをともなう場合が

ある．マッキー型の群落ではタイミンタチバナの多いことがあり，弦場鼻，泊浦，城辺などにその

例がある．このようなウバメガシータイミンタチバナ群落ではしばしばヤマモモ，モチノ牛などを

ともない，気候的揃相としては立地がウバメガシ林に最も近いスダジイ林と，共通の組成要素の多

いことがある．林床は一般にまばらかヒトッバの優占するところが普通であるが，ときにツワブキ

またはタマシダが多い．二次林では往々にしてコシダまたはスス牛が繁茂している．

　このように場所と環境により組成要素のロ:的なちがいはかなり大きいが，これらはウバメガシ，

トベラ，マルバシャリンバイ，マサキ，ハマヒサカキ;　コハノタツナミ，ノジギク（アシズリノジ

ギクを含む）レクサスギカズラなどによりまとまりをもち,･　ウバメガシートベラ群集である．コシ

ダを林床にもつものは，ウバメガシーコシダ群集「今井」965)として報告されたものによく似た

組成であるか，コシダまたはウラジロの多いほかは，とくにはうきりした区分極をもたない四国西

南部のものが，群渠として区別できるかどうかは疑問である．

　（２）タブ・ホルトノ牛林（第６表）　　　　　･.

　この地域で最も暖かい足摺岬の平均気温は17.7°Ｃ，年間降水量は2571 mm で，暖かさの指数は

152.8°，ランクの雨ｍ係数は145.3である．したがって，海岸よりではタブ林の発達がとうぜん考

えられる．しかし，降水量は豊後水道側では少なくなり，沖の島では雨量係数が98-108,さらに

北上して宇和島でも98.5になる．瀬戸内地方にタブ林を欠くところがある原因を降水量が少ないこ

とに帰さなければならないとすれば（山中　1962),この地域の西側の海岸では，すでに南部でタ

ブ林の成立の限界にきているところがあるとみなければならない．事実,り･|=Iの島にはタブ林が存在

するが，むしろスダジイを多くまじえた林もあり，大堂海岸では優占極がホルトノ牛に代ってい

る．愛媛県南部ではタブの生育はもちろん見られ，局地的にやや優勢なところもあるが，タブ林と

してまとまったかたちでは存在せず，宇和島にいたってタブ型の森林は，優占極をまったく別の樹

種にゆずってしまっている．タブ林のこうした傾向を，降水量だけが支配するものとはいえない場

合もあるか，環境要因として大きな影響かおることはたしかである．

　土地的にタブ林に適した立地は，海に近くとくに谷すじや沖積地の土壌の深い湿ったところで，

シイ林とは対照的である．足摺岬に残っているクブ林は，環境からも組成からもこの地域のタブ林

を代表しているか，そのほかのところでは，土地的な環境のかたむきにしたがって，タブとシイの

混生する林か少なくない．佐賀町鹿島，土佐清水市鹿島など狭くて乾漣やすい小島では，タブ林と

スダジイ林の中間的な森林となっているし，沖の島のタブ林にもそのような例がある．大堂または

西海町鹿島でタブを欠いたホルトノギ林が見られることは，広域的な気候のほか，乾燥しやすい地

形と土壌および風の影響も無視できないと思われる．

　このように環境によりタブを欠くかホルトノ牛が劣勢になるかのちかいはあるが，足摺岬や沖の

島で見られるように，もともとタブとホルトノキのづながりは密であり，したがってタブ林とホル

トノ牛林をとくに区別する組成的な特徴は乏しい．これらは，タブおよびホルトノキのほかフウト

ウカズラ，サカキカズラ，ホソバカナワラビなどによりタブーホソバカナワラビ群集にまとめられ
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　　　　　　　　　　　　Table 10.　Ｃａｓtａｎｏ＊ｓiｓ ｃｕｓｐｉｄａtａｖ.　ｃｕｓｐｉｄａtａcommunity

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Ｓｙｍｐｌｏｃｏ･Shｔieはｍ ｃｕｓｐｉｄａtａｅ)

Quadrat number　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　44　　　　45

Number of species　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22　　　　19

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Layer
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る．　この群集はかつて（山中　1954),ナギ亜群集とモクタチバナ亜群集に区分さ邨たが，ホぶト

ノ牛林では前者の区分種であるヂギ，バリバリノキ，カツモウイノデ，後者のノシラン，アオノク

マタケランなどを欠き，またタブ林にむすびつきのつよいハドノキ，オオイワヒトデなどが見られ

ない．こうした点から，ホルトノキ林ではタブーホソバカナワラビ群集の組成が単純になる傾向を

示しているといえる．

　足摺岬に見られる樹高の低いタブ林は，地形と風による影響をうけていると考えられる．おなじ

足摺岬や西海町鹿島にあるヒメユズリハ，ヤブッバ牛などを主とした亜高木林（第７表）では，相

観が本来のタブ林とは異なっており，組成的にもウバメガシートベラ群集の要素をまじえるが，こ

れは地形的または二次的な要因によって生じた，タブーホソバカナワラビ群集に近い組成の群落と

みなしてよい．しかし，風あたりのつよいところで，タブを欠いたヤブッバキ，トベラ，およびマ

サ牛の混生群落になると，タブーホソバカナワラビ群集よりもウバメガシートベラ群集に近似の相

観と組成になってくる．スダジイ林の立地では風衝地でウバメガシの多くなるところがあるか，タ

ブ林ではこの例からみても，ウバメガシ林に直接移行することはまれである．余立山国有林のヤブ

ッバキの多い林分（第３表）は，タブーホソバカナワラビ群集とウバメガシニトベラ群集との中間

的なものといえる.

　（ろ）シイ林（第8 －11表）

　タブ林とは異な.つて，シイ林は全域を通じてひろく見られるが，林としての上限は海抜500～600

mと考えられる．最寒月の平均気温2°Ｃをスダジイの上限とみなすと，この地域では700m前後＊

となる．たしかに，スダジイがこの高さでタブまたはアラカシとともに生育している例はあるが，

それは個体とじての存在にすぎず，すでに優占種はカシ類に代っている．したがって，西海町権現

山のスダジイをまじえたアカガシとイスノ牛の混生林（第11表）は，スダジイをおもな構成要素と

する森林の上限にほぽ近いものと考えることができる．

　シイ林にはスダジイ林とコジイ林かおり，気候的にも土地的にも，コジイ林よりスダジイ林の占

める範囲が広い．また，この二つのシイ林の土地的な環境の対照は，タブ林とシイ林のそれよりも

相対的であり，したがってこの地域でもスダジイとコジイが混生し，中間形の生ずることもある．

　スダジイは海岸ぞいでしばしばタブまたはホルトノ牛とともに生じ，このよう,なタブとスダジイ

の混生林では，ナギ，フウトウカズラ，ホソバカナワラビなどよりもイヌマキ，ヤマビワ，コバン

モチ，サカ牛，ミミズバイなどのシイ林どむすびつきのつよい傾向の植物が多く,コキI間的ながらタ

ブ林よりもスダジイ林に近いものが多いと考えられる（第19表）．このスダジイ林はスダジイータ

イミンタチバナ群集であるが，沿岸地域のコジイ林との組成のちがいは少なく，コジザークロバイ

群集との区別も明らかでない．

　シイ林の上限に近いところに見られるスダジイとアカガシの混生林は，シキミ，イヌガシなどの

カシ林の要素をまじえ，スダジイータイミンタチバナ群柴とは異なったものになる．これはスダジ

イーヤブコウジ群集に入れられているが（山牡　1962),さらに検討の余地がある．また，コジイ

林も内陸ではカシ林の要素をまじえることが多くなる（第10表）．

　要するに，シイ林は下部でタブ林とつらなり，上部でカシ林と接し，シイ林としてのまとまりは

もちつつも，そのなかでの群集の組成的な区分かきわめてむつかしいものといえる．

＊　関口(1949)は減率を南土佐で0.73,南伊予で0.43･としたか，このほかに平均の0,6を使って推定した．
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No. 52　Cｕｄｒａｎｉａ ｃｏｃｈｉｎｃｈｉｎｅｎｓ　iｓヽ＊.ｇｅｒｏｎtｏｇ:ｅａH　十， 　Ｐａｅｄｅｒia ｓｃａｎｄｅｎｓ ｖ. matΓei　Ｈ　十，

　　　　　　Ｇｏｎｏｃｏｒinｕｓ ■ｍｉｎｕtｕｓ Ｈ 十.2，£ｙｃ。戸･odium seみatutn f. 佃£εΓmedium H十

No. S3　Lepiｓｏｒｕｓ thｕｎｈｅｒｇｉａｎｕｓ T2S　十.1， Ｂｕｌｈｏｐｈ皿lｕm iｒｉｃｏｎｓｐｉｃｕｕｍ Ｔ２ 十, Ｇａｒｄｎｅｒiａ
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　　　　　ｎｕtａｎｓ Ｈ 十＞ Ｓｅｌａｇｉｎｅｌｌａｉｎ、ol。ｅｎｓＨ十ヽ2､、Ｅｌａｅａｇれｕｓ ｓｐ. Ｈ十、Ｓｃｕtellaｒia ■ｍａｅｈａｖむａｅ

　　　　　Ｈ十、Carex ｒ。nica H十

No. 54　Qｕｅｒｃｕｓ　ｌ)hillｙｒａｅｏｉｄｅｓ Ｔ２ １.2、 Ｃａｌｌｉｃａｒｐａ ｊａｐｏｎｉｃａ ｖ. lｕｘｕｒｉａｎｓＴ２十、Ｓｍｉｌａエｃｈｉｎａ

　　　　　Ｓ十

　（４）カシ林（第12-13表）

　カシは足摺の白皇山で見られるように，海抜300m前後からシイとともに極相林のおもな要素と

なることが多く，シイ林の上限をこすと今の山，篠山などに残っている林のように，しばしばモミ

ときにツガをまじえたカシ林になる．また，ウラジロガシは谷すじに，アカガシは比較的乾いた斜

面や稜線に多いか，両者が混生することもある．黒尊川ぞいの残存林にウラジロガシが多く，滑床

山地の上部でアカガシが暖温帯林の上限に生じ，高月山の頂上近くまで達してブナと混生している

のは，こうした傾向のあらわれである．

　ウラジロガシ林とアカガシ林は，このように環境を異にする傾向はあるが，組成的にめだった差

違は少なく，この地域のカシ林はウラジロガシ，アカガシ，アオガシ，モミ，シキミ，イヌガシ,ヽ

ハイノキ，キジノオなどによってまとめられ，ウラジロガシーイス群集（菅沼　1965)とみなされ

るものかおり，広義のウラジロガシーサカ牛群集に含まれる．また，モミをともなうところではし

ばしばソヨゴ,’アセビなどか多く，地形のわるいことがあるが，ツガ林ではこの傾向がさらにはっ

きりして，ところによりホンシャクナゲをまじえ，ツガ変群集になり，ヒノ牛型の土地的極相の組

成に近づく．黒尊および鬼が城山のツガ林にも，その状態かはっきりあらわれている．

　滑床山地では，渓谷ぞいの一部にアオガシ林があるが，この林はシイ林に対するタブ林とおなじ

ように，谷ぞいの湿った環境や肥沃な土壌を好む．ただし，滑床ではこの林の立地が造林になって

いるところが多いため，よく残っておらず，次のように組成の非常に簡単なところもある（Ｎ０.

100）.

　　アオガシ　T1T2SH 5.5,オオツヅラフジT1 1.2，ハマニンドウ　Ti 1.2,イスノ牛TaSH

　　2.2,ヤブッバキTzS 1.1,クマワラビＨ十，マメヅタＨ十

　また，上流のモミとケヤ牛の混生林は，渓谷林型の組成を示している．

　（５）ヒノ牛林（第14表）

　暖温帯上部から冷温帯にわたって見られるヒノ平林は，はっきりした土地的極相であり，篠山で

も土壌が弱ポドソール化している．ヒノキ，コウヤマキ，ソヨゴ，アセビ，ホンシャクナゲ，キョ

スミコケシノブなどがこの林の標徴種または識別種となり，ツガーアセビ群集（山中　1961)また

は広義のヒノキーツクシシャクナゲ群集である．なお，I篠山の上部は全体として土壌が浅く露岩が

多いため，アカガシ林にもヒノ牛林の要素かしばしば見られる．

　（６）ハリモミーアケボノツツジ林（第!5表）

　篠山のハリモミーアケボノツツジ林は頂上近くの北西斜面にあり，土地的な要因によるほか気候

的な影響もうけている．ハリモミの優占するところでは，コウヤマキなどヒノ牛型の土地的極相の，

要素が混生し，アケボノツツジの多い叢林は冬の卓越風の影響によって上層木を欠いた風衝地型の

群落とみなされる．

　この林は群集は明らかでないか，コハウチワカエデ，カマツカ，タンナサワフタギ，ツタウル

シ，ミヤコザサなどブナ林と共通の植物があり，冷温帯的な植生である．また，アケボノツツジ，

シロ（ベニ）ドウダン，キバナツクバネウツギ，ヒメスゲ，゛シハイスミレなどによる地域的な組

成の特徴が見られる．林床にヒメスゲが多いのは，ミヤコザサが一度枯死したあと，二次的に侵入

したものと思われる．
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Table 13.・Ａｂｉｅｓｆｉｒｍａ･ａｎｄ Ｔｓｕｇａ ｓieholdii･Ｑｕｅｒｃｕｓ community

　　　　　　　(Disりlio-Ｃｙｃｌｏｈａｌａｎｏｓｐｉｅはｍ ｓtｅｎｏｐｈｙllae)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　93　94　95　96 ｡101
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No. 94　Aleｕｒitｅｓ ｃｏｒｄａtａ　Ti 1.1,　Ｌｙｃｏｂｏｄｉｕｍ ｓｅｒｒａtｕm l，intｅｒｍｅｄｉｕｍ　Ｈ　十, 　Ｓｋｉｍｍｉａ

　　　　　ｉａｐｏｎｉｃａＶ. 　intｅｒｍｅｄｉａ　i，ｒｅｐｅｎｓ Ｈ 十

No. 95　Clethｒａ　haΓhineｗiｓ Ｔ２ １．２

Ｎ０ヽ％　Ａｃtｉｎｉｄｉａ ａｒｇｕtａＴ２十ｉ Ｃａｌｌｉｃａｒpa niolliｓＳ十

Ｎ０. 101 CαΓｐｉｎｕｓ ｊａｐｏｎｉｃａ TiT2 １．1, Ａｃｅ･ｒ ｓｉｅｈｏｌｄｉａｎｕｍ Ｔ２ 十・Ｆａｇａｒａ　ａｉｌａｎtｈｏｉｄｅｓ Ｔ２ 十，

　　　　　Ｃａｒｐｉｎｕバａ≒μｏｒａＴ２十ｊ Ｐａｒtｈｅｎｏｃｉｓｓｕｓ tｒicｕｓｐｉｄａはＴ２Ｓ十.　1, 　Ｆｒａｘinｕｓ ｓｉｅｂｏｌｄｉａｎａ

　　　　　Ｈ十, 　Ｅｕｏｎｙｍｕｓ ｍｅｌｅｎａｎｔhｕｓＨ十, Ｓｍｉｌａｘ ｃｈｉｎａＨ十，Ａ£hｙｒiｕｍ ｏtｏｐｈｏｒｕｍＨ十，

　　　　　Ｌｙｓｉｍａｃｈｉａ ｊａｐｏｎｉｃａＨ十, Ａｉｎｓｌｉａｅａ ａｐｉｃｕlaｔａＨ十

Ｎ０ヽ明　Rhｔiｓ tｒｉｃｈｏｃａｒｐａＨ十，£)iplaｚiｕｍ ｍｅttｅｎｉａｎｕｍ Ｈ 十

No. 98　L:ｙｏｎｉａ　ｏｖalザolia　Ｖ.　elliptｉｃａ. Ｔ２ 十

No. 102 Cornus contro・,?ｒ∫a T2 +,　Ｍｅｌｉｏｓｍａ ｍ:ｙｒｉａｎtｈａ　Ｔ２十Ｉ　Ｄｅｕはia ｇｒaciliｓ　ＳＨ十.2，

　　　　　Vihｕｒｎｕｍ ｅｒｏｓｕｍ. Ｓ Ｈ 十Ｉ Ｂｅｒbeｒtｓ thｕｎｈｅｒgii S 十，μｅエｓｅｒｒａtａＳ十, Ｂｅｎthaｒｎｉｄｉａ

　　　　　ｊａｐｏｎｉｃａＳ十，£θ�ａΓααΓαパ,にＳ十， 　Ｒｕbiia夕ａｌｍａtｕｓ Ｈ 十. 2, Rosa onoei H十，

　　　　　Ｋｕｏｎｙｍｕｓ foｒtｕｎｅｉｖ.ｒａｄｉｃａｎ　'iH十

- | －



Quadrat number

Number of species

四国西南部の森林植生　　　　（山中）ヽ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

Table 14. ＣｈａｍａｅりＰａｒiｓ obｔｕｓａ community
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No. 87　Ｒｈｏｄｏｄｅｎｄｒｏｎｐｅｎtａｂｈｙllｕ-ｍ　Ｔ２ １.　＼.Ｓｏｒbｕ！, gl‘aciliｓ　T2S 十I　L:ｙｏｎｉａ ｏｖalifolia ｖ.

　　　　　elliptｉｃａＴ２十,　Ｔｒitｏｍｏｄｏｎ ｃｅｒijｕｕｓ　SH十

No. 88　Tｒitｏｎｉｏｄｏｎ ｓikokianｕｓ T2 H 1.2， 　Ｂｕlbophが�ｍ ｉｎｃｏｎｓpici£ｕm S 十ヽＨ:ｙｍｅｎｏｐｈｙlUmi

　　　　　baｒbaはｍＨ十，l，Ｃｌｅthｒａ ｈａｒhineｒｕiｓＨ十，Ｓりｒａエｊａｐｏｎｉｃｕｓ Ｈ ＋５ Ｈtｉｇｅｒtａｊａｐｏｎｉｃａ

　　　　　Ｖ. 　cilin,ｒiｓＨ十Ｉ Ｓｔｒｕtｈｉｏｐ£ｅｒiｓiii＊<ｍtｃａＨ十, 　Ｔｒiptｅｒｏｓｐｅｒim‘･mi ａｐｏｎｉｃｕｍＨ十

　（７）プナ林（第16表）

　宇和烏の気温から推定すれば＊，滑床山地での海抜1000mでは，暖かさの指数か75－89°，寒さの

指数は（－6）－（－13°）となるから，この高さ以上ではブナ林の出現は期待してよく，それととも

にアカガシの生育ももちろん可能であり（吉良　1949),本来は冷温帯の極相があるべきところに

暖温帯の要素がともに見られる状態になっている．気候的におなじ条件にある篠山ではブナ林を欠

いているが，ここではさきに述べたハリモミーア‘ケボノツツジ林に代っている．

　滑床山地のブナーササ型群落は，ブナ，コハウチワカエデ，ヒメシャラ，シロモジ，ケクロモ

ジ，タンナサワフタギ，ミヤマソキシノブなどにより，ブナースズタケ群団または広義のブナース

ズタケ群集に属する西日本の太平洋:型のブナ林の典型的な組成を示している．　しかし，高月山のブ

＊　33ページ参照．
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Smitａエｃｈｉｎａ Ｔ２ 十，23 1111ciｕｍ　ｒｅｌｉｇｉｏｉｕｍＨ十, Asarutn sp. Ｈ 十， Ａｉｎｓｌｉａｅａａｐｉｃｕlatａ

Ｈ十

ＮｅｏｌttｓｅａｓｅｒｉｃｅａＨ十, Acer ，･ufinerﾌﾉｅＨ十, 　Ｔｒiptｅｒｏｓｐｅｒ･ｎｕｍｊａｐｏｎｉｃｉｉｉｎＨ十

Ｃｈａｍａｅｃｙｐａｒiｓobはｓａ Ｔ２ 十,　ｈｅｒbeｒiｓ tﾉlｕｎｂｅｒgiiSH十， 　ＳｙｍｐｌｏｃｏｓｍｙｒtａｃｅａＨ十

Ｅ･ｕｏｎｙｍｕｓ　ａｌａtｕｓｖ．ｒoiｕｎｄａtｕｓT2十, lieエsｅｒｒａtａ Ｓ ＋３ Ｐｅｒりａがabｒｅｓｃｅｎｓ H 1.2,

AdiｓｃａｎｔhｕｓｓｉｎＲｎｓiｓH 1.2, Ai･isaema sp. Ｈ 十

ナーシャクナゲ型群落は，ブナーササ型群落とは異なったいちじるしい組成的特徴をもっている．

この型の群落はむしろ地形的なもので，広範囲を占める例はあまり知られていない．ただ，九州か

ら報告されたブナーツクシシャクナゲ群集（生野・羽田野　1961)とおなじ性質の群落とみなすこ

とができる．

　（８）二次林（第17―18表）

　初めに述べたように，この地域で極相林の占める範囲はきわめて狭く，森林はスギおよびヒノキ

の造林を除くと，ほとんど二次林である．このうち，平地や丘陵地で最も多いのはやはりアカマツ

林であるが，ほかに常緑広葉樹の萌芽林も少なくない．荒廃したアカマツ林は下生にコシダまたは

ウラジロをともなうものが多く，オンツツジ，メンツツジ，ネジキ，カマツカ，ヤブムラサ牛など

の低木も多い．萌芽林はシイの再生林のほか，海岸ぞいではヒメユズリハ，ヤブッバキ，ヒサカ

牛，タイミンタチバナ，ネズミモチなどの叢林も見られ，またウバメガシ林にもすでにふれたよう

に二次的なものが少なくない．丘陵ではアラカシ林になっているところがあり，低山地にはしばし

ばク･リをともなったコナラ林またはイヌシデ，アカシデなどの多いシデ林もある．

　極相が人為的な影響をうけて荒れている社叢の一例として，城辺町の諏訪神社をとりあげること

かできる．イヌマキ，カゴノキ，イスノキなどの混生林には本来のすがたかなお残っているが，こ



Table 16.Ｆａｇｔiｓ ｃｒｅｎａは community （Ｓａｓａｍｏｒｐｈｏ-　Ｆａｇｅtｕｍｃｒｅｎａtａｅｓ.χ、

　　and Ｆａｇｕｓ ｃｒｅｎａtａ-Ｋｈｏｄｏｄｅｎｄｒｏｎｍｅ£temichit ｖ. ｈｏｎｄｏｅｎｓｅcommunity)
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No. 103　Caｒｐｉｎｕｓ ｊａｐｏｎｉｃａＴ１２.＼， Abieｓ ｆｉｉ･ｍａ　ＳＨ十, 　ＣａｒｅエｉｎＳ印ｌｉａｅｖ･ｐ呼出ａticｕlmiｓ Ｈ

　　　　　　十, 　Ｓｍt･硲エChiれａＨ十・Ａｐｉｏｓ ｆｏｒはｎｅtＨ十

No. 104　£)ｕｍａｓia tＴｕｎｃａtａ Ｈ　１，Ｖｉｏｌａ 　ｖｉｏｌａｃｅａＨ　1, Yiola gry戸ocei'as Ｈ　十, Ｃｈａｍａｅｌｅ

　　　　　　ｄｅｃｕｍｈｅｎsＨ十， 　ｈｙｓｉｍａｃｈｉａはｎａｋａｅＨ十, Ａｓtｅｒａｇｅｒａtｏｉｄｅｓssp.leiophｙllｕｓＨ十，

　　　　　　Ｃｒｏｏｍｉａ ｈｅtｅｒｏｓｅｐａｌａＨ十｡Ｔｒicｙｒtiｓ ｍａｃｒｏｐｏｄａＨ十・ＯｔｈｉｏｉＭＪｇｏｎｊａｐｏｎｉｃｕｓＨ十

No. 105　Actｉｎｉｄｉａ ａｒgiii･αＴ２ t， 11eエｓｅｒｒａはS 1s　Ｍｅｌａｍｐｙｒｕ･ｍ　la工■MinH 1

No. 106　Aceｒ ｍｏｎｏ　Ti Ｔ２ １.＼, Ｈｙｄｒａｎｇｅａ　ｓｃａｎｄｅｎｓ　SH　十.2I　Diｓｐｏｒｕｍ ｓｅｓｓile　H十.2，

　　　　　　Ｌｉｎｄｅｒａ ｅりthｒｏｃａｒｐａＨ十・Hell：りｉｎｇｉａ ｊａｐｏｎｉｃａＨ十， Thelｙμｅｒiｓ ｊａｐｏｎｉｃａＨ十，

　　　　　　GaliｕｍかｏｇｏｎａｎtｈｍｎＨ十， Ｋｕｐａtｏｒii･ｍ ｃｈtｎｅｎｓｅｖ. ｓimplicザoliｕｍ　VI十, 　Ｖｅｒａtｒａｍ

　　　　　　ｇｒａｎｄｉμｏｒｕｍ Ｈ 十

Ｎ０.101　V･ittｓ　ｆｌｅエしｌｏｓａＴ２十,　Ｌｙｃｏｂｏｄｉｍｎｓｅｒｒａtｗni.　intｅｒｍｅｄｉｕｍＨ十.2, Dりｏｐtｅバｓ知りlepiｓ

　　　　　　Ｈ十，Ｄａりallia　？?iaｒieｓii H 十, 　Ａｒiｓａｅｍａ tｏｓａｅ？iｓｅＨ十, Ｇｏｏｄｙｅｒａ･ｕelｕtｉｎａＨ十，

　　　　　　Ｇｏｏｄ：ｙｅｒａｍａａｃｉｍｏＴ・icｚｉａｎａＨ十

一 一 ･ -



四国西南部の‥森林植生　　　　（山中）．

Tａｂｌｅχ1. Ａｃtｉｎｏｄａｐｈｎｅｌａｎｃｉｆｏｌｉａcommunity and Ｑｕｅｒｃｕｓｇｌａｕｃａcommunity
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No. 46　F,･ｃｕｓ ｐｕｍｉｌａ　Ｔ２Ｈ十.2, 　Rhｕｓ ｓｕｃｃｅｄａｎｅａ　Ｔ２十, 　Ｆａｔｓｉａ ｊａｐｏｎｉｃａ　S 1.2,Shihatａｅａ

　　　　　ｈｕｎｉａａａｃａS 1.2,Ｒｔibｕｓ ｓieholdii S 十. 2, ArundinaΓia sim・肩£Ｓ十，2,　Ａｐｈａｎａｎthe

　　　　　αかεΓa S +,　χｙloｓｍａ ｃｏｎｇｅｓtｕm S　十，ＳはｕｎtｏＴtｉａ ｈｅエaphｙlla　SH　十，Ｍぶｅtｉａ

　　　　　ｉａｐｏｎｉｃａＳＨ十， 　Ｐtｅｒiｓ ｍｕltifidaH 1.2,Ｃｙｃｌｏｓｏｒｕｓ ａｃｕｍｉｎａtｕｓ H 1.2・Opliｓ刀ｌｅｎｕｓ

　　　　　ｕｎｄｕlatifoliｕｓ Ｖ.ｊａｐｏｎｉｃｕｓH 1.2,Ｎｅｏｃ/ietｒｏμｅｒiｓ ｅｎｓａtａＨ十.2，Ａｃｈｖｒａ，ｖtheｓ ｊａｐｏｎｉｃａ

　　　　　Ｈ十．し　Ｄｅｓｍｏｄｉｕｍ ｏエ舅ShjiUｕｍＨ十.ｌ，Ｌｏｐｈａtheｒｕｍ ｇｒａｃｉｌｅＨ十.1， Ａｓpidiｓtｒａ

　　　　　ｅｌａtioｒＨ十．?，ＣμΓus sp. H十, 　Ｐａｒtｈｅｎｏｃｉｓｓｕｓ tｒicｕｓｐｉｄａtａ　Ｈ十ｉ　Ｃｙｒtｏｍｉｕｍ

　　　　　ｆａｌｃａtｕｍＨ十・Ｂｏｅｈｊｎｅｒｉａ ｎｉｐｏｎｏｎｉｖｅａＨ十,　Ｒｕhｕｓ hiｒｓｕtｕｓ Ｈ 十，Ｓａｎｉｃｕｌａ ｃｈｉｎｅｒiｓiｓ

　　　　　Ｈ十, Arisaemどzｱ･in gen∫Ｈ＋7 Polｙｇｏ?ｌａｔｕｍ･ ｆａｌｃａtｍｎ Ｈ 十

No. 47　Ｃｉｎｎａｍｏｍｕｍ。ｍｐｈｏｒａTi 1.1,Ｓｙｍｐｌｏｃｏｓ,ｇｌａｉｉｃａ Ｓ 十，Ｌｅｍｍａｐｈ＼

　　　　　ＳＨ十，　ＤｅｎｄｒｏｐａｎａエtｒｉｆｉｄｕｓＨ十, Ｄａｍｎａｃａｎthｕｓ ｉｎｄｉｃｕｓＨ十，£)ｒｙｏｐtｅｒiｓ ｅり･thｒｏｓｏｒａ

　　　　‘Ｈ十, ＣａｒｅエbｒｅｖicｕlmiｓＨ十， 　Ｃｙmhidiｕｖ％ ｌａｎｃｉｆｏｌｉｕｍ Ｈ 十

れに接したアラカシ林は組成的には共通のものが多く，あきらかに二次林と考えることができる，

フウトウカズラ，ツルコウジ，コヤブランなどが林床に多く，この付近のもとの林はスダジイ，カ

ゴノキ，ホルトノキなどの混生林であったことが推定される．　　　　　１

　特殊な二次林としては，西海町鹿島のアオギリ林がある．この林が組成から,ホルトノキ林に近い

ものであることは，モクタチバナ，タイミンタチバナ，ホソバカナワラビ，モロコシソウなどの存

在からたしかである．しかし，二次林の要素としてカラスザンショウ，センダン，クマノミズ牛な

どが見られ，林床にヒメウズ，ジロボウエンゴサク，トラノオジソ，オニタビラコ，ミソイチゴッ

ナギなどが生じ，あきらかに人為的な影響かつよく加わっている･ことを物語っている．
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ｕｎｄｕiatぴoliｕｓ，I?, ｊａｐｏｎｉｃｕｓＨナ　　　　　　　　　‥，　ヽ

（９）暖温帯林と冷温帯林（第19表）

この地域のウバメガシ林，タブ・ホルトノ牛林， シイ林およびカシ林は，土地的極相であるウバ

メガシ林でいくらか標微種が欠ける傾向はあるが，ヤブニッケイ，イスノキ，モチノキ，シロダ

モ，ヤブッバキ，ヒサカキ，テイカカズラ，ヤブコウジなどにより．暖温帯林としての組成のまと

まりをもっている．これはヤブッバキ・クラスであり，スダジ千群団も従来はこの範囲の森林を含

んでいると考えられている（鈴木　1952, 1966).ト

　この暖温帯林は垂直的にはスダジイ林の上限,森林ではシイ林とカシ林を境にして,上下で組成要
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　素のちがいがかなりはっきりじている．すなわち下部ではスダジイ，コジイ，タブ，ヒメユズリ

　ハ，クロガネモチ，モッコク，イヌビワ，タイミンタチバナ，センリョウ，イズセンリョウ，ツル

　コウジ，アリドウシ，ムペ，牛ヅタ，ベニシダなどがあり，上部では代ってアカガシ，ウラジロガ

　シ，アオガシ，シキミ，イヌガシ，ハイノキなどが多くなり，サカキはこの境を中心にタブーシイ

　林からカシ林にわたって生ずる．もちろん，この間には推移地帯があり，この地域では高さ400～

　600 m 内外を中心に，森林はシイとカシの混生林がそれであるが，少なくとも傾向としてタブーシ

，イ林とカシ林を区別することは可能である．シイとブナをともに欠く範囲が暖温帯の上部にあっ

　て，この地帯はカシ林の主領域であり（山中　1969),したがってもし群団の区分が必要とすれば，

　スダジイ群団を下部に残し，上部をウラジロガシーサカ牛群団とするのか適当であろう．

　　ブナ林はブナーミズナラ・クラス域の気候的極相であるが，ブナとアカガシの混生は推移帯にあ

　たることを示している．もちろん，地形と局地的気候のちがいに支配されることが多く，垂直分布

　に実際」二多少のずれは生じても，この地域では滑床山地の上部が推移帯の上限から冷温帯の下限に

　あたっていることは疑えない．

６ 保 護

　四国西南地域は，自然景観もすぐれ，森林植生も暖温帯から冷温帯にわたって，極相のかたちを

とどめているものが残っている．しかし，このような残存林の占める範囲は狭く，規模の小さいも

のが点在するにすぎない．今までの調査の結果から，相観と組成を異にする森林の相互の比較と，

その間の推移および環境との関係をほぽ知り得たが，これからもこの地域の植生については，なお

くわしい調査と研究を必要とし，問題にされることが多いと思われる．

　この地域は今後さらに植生にも人手の加わることが予想され，現在残っている自然林の保存につ

いては，いっそうの配慮が望まれる．国定公園の管理には自然の保護が施設の整備に先行すべきで

あり，国有林野も利用と開発のみを考えるときではない．もちろん，今までにもそれか無視されて

いたわけではなく，足摺岬の天狗山国有林，弦場山国有林などか保護林として残されてきている

が，こうした代表林分にとどまらず，保存の範囲をさらにひろげて考えることはできなかったかと

思われる．今の山，篠山などか，わずかに頂上.付近のみを残して皆伐されたことは，自然保護と植

生類型の研究上の立場からは，まことに惜しまれる．この点では，シイ林からブナ林までがひとと

おり残っている滑床山地は，国定公園の一部でもあり，現状の保護がとくに望まれる．

　森林としてまとまっているものには，ウバメガシ林では足摺岬の臼砦山国有林，余立山国有林，

大堂海岸および弦場山国有林があり，タブ・ホルトノ牛林では，足摺岬と四海町鹿島および大堂山

国有林の一部，シイータブの混生林では佐賀町鹿島，スダジイとアカガシの混生林では足摺白皇

山，西海町権現山，カシ林では今の山および篠山，ブナ林は滑床山地がある..これらはほとんど国

有林か社叢で，保存の対象としては障害の少ないものであり，これ以外の森林も加えて，地域全体

の植生の保護をとくに望みたい．加えて，そのほかの地方や森林でも，多少とも自然状態を残すも

のは，荒廃からまもり回復につとめる必要かおることはいうまでもない．公害と自然破壊か社会問

題となっているいま，ゆきすぎた土地の開発と利用はつつしむべきであることを，あらためて強調

しておきたい．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．　ま　　と　　め

　四国の西南部では，自然植生の破壊されているところが多いが，残存する極相林の調査からは，

もともと暖温帯の常緑広葉樹林の占める範囲が広く，高地でわずかに冷温帯のブナ林が出現し，移
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行地帯ではアカガシとブナの混生が見られることが明.らかである．

　海岸ぞいには土地的極相としてウバメガシ林がひろ･く見られるが，この林には二次的なものもあ

り，ともにウバメガシートベラ群集に含まれる．

　暖温帯の気候的極相としてはタブ・ホルトノキ林，シイ林およびカシ林がある．タブ林は足摺

岬，沖の島などに，またホルトノキ林は西海岸ぞいに多く見られるが，組成からはともにタブーホ

ソバカナワラビ群集にまとめられる．シイ林にはスダジイ林とコジイ林があるか，スダジイは海岸

よりでしばしばタブと混生し，低山地ではアカガシをともなう．低地のスダジイ林はスダジイータ

イミンタチバナ群集，コジイ林はコジイークロバイ群集であるが，組成から両者の区別の困難なも

のも多い．カシ林の多くはウラジロガシーイス群集であるが，山地ではおもにアカガシが優占し，

谷ぞいでウラジロガシが多く，しばしばモミまたはツガをともなっている．

　これらの暖温帯林は，今までスダジイ群団としてひとつにまとめられているが，シイ林とカシ林

の接触するところを境にして，二つの群団に区別することもできる．

　暖温帯の上部から土地的極相としてヒノ牛－ツクシシャクナゲ群集のヒノ平林が見られ，また篠

山頂上近くにはハリモミーアケボノツツジ群落があるが，後者はむしろ冷温帯的な植生である．

　冷温帯の気候的極相であるブナ林は，滑床山地にミヤコザサまたはスズタケを林床にもつ林が見

られるが，高月山にはホンシャクナゲをともなうブナ林がある．

　二次林としてはアカマツ林の占める面積が広いか，シイ，アラカシなど常緑広葉樹の萌芽林も多

く，特殊なものとして西海町鹿島にアオギリ林がある．

　この地域の森林については今後さらに研究を必要とし，また問題にされることも多いと思われ，

自然保護の立場からも残存極相林の保存に注意しなければならない．
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　　　　　　　　Table 19. Summarized synthesis table for climax communities in the warm temperate region of southwestern Shikoku
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